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  （百万円未満切捨て）

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2022年３月期第１四半期 5,657 20.0 208 △22.6 229 △28.1 171 △13.9 

2021年３月期第１四半期 4,712 8.4 269 △4.7 318 4.1 199 △0.2 
 
（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 195 百万円 （△22.1％）   2021年３月期第１四半期 251 百万円 （5.5％） 
 

  １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 
2022年３月期第１四半期 22.56 － 

2021年３月期第１四半期 26.21 － 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か
ら適用しており、2022年３月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おります。 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 
2022年３月期第１四半期 19,281 12,970 67.3 

2021年３月期 19,440 12,675 65.2 
 
（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 12,970 百万円   2021年３月期 12,675 百万円 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か
ら適用しており、2022年３月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おります。 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2021年３月期 － 9.50 － 11.00 20.50 

2022年３月期 －        

2022年３月期（予想）   9.50 － 9.50 19.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
 
３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
通期 21,000 △2.0 1,000 0.9 1,050 △4.8 620 △7.6 81.37 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 8,046,500 株 2021年３月期 8,046,500 株 

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 426,775 株 2021年３月期 426,775 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 7,619,725 株 2021年３月期１Ｑ 7,619,725 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を

適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る経営成績に関する説明及び当第１四半期連結会計期間に係る財政

状態に関する説明については、当該会計基準等を適用した後のものとなっております。

 詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済活動が正常化するとの期待等から景況感は改善傾向にあ

ります。製造業において、新型コロナウイルスワクチンの接種が急速に進展した海外経済の回復に伴い輸出の増加

など明るさが見える一方で、感染再拡大への懸念も交錯しており、一部のサービス業では、依然として先行き不透

明感が残っております。また、当社グループの売上高に影響を及ぼす原油価格は、欧米の大幅な需要増加期待から

２年８ヶ月ぶりの70ドル/バレルを突破しております。 

 このような環境のもとで、当社グループの売上高は、5,657百万円と前年同四半期と比べ944百万円（20.0％）の

増収となりました。 

 損益面では、売上総利益は、1,996百万円と前年同四半期と比べ９百万円（0.5％）の減益となりました。販管費

が1,787百万円と前年同四半期と比べ51百万円（3.0％）増加し、営業利益は、208百万円と前年同四半期と比べ60

百万円（22.6％）の減益となりました。 

 営業外収益及び営業外費用を加減算した経常利益は、229百万円と前年同四半期と比べ89百万円（28.1％）の減

益となりました。法人税、住民税及び事業税等控除後の親会社株主に帰属する四半期純利益は、171百万円と前年

同四半期と比べ27百万円（13.9％）の減益となりました。 

 セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

① リビング事業 

 当セグメントにおきましては、ＬＰガスの仕入価格に連動する販売単価が上昇したことに加え、ＬＰガスの出荷

量が前年同四半期と比べ増加したこと等により、売上高は、3,707百万円と前年同四半期と比べ787百万円（27.0 

％）の増収となりました。 

② アクア事業 

 当セグメントにおきましては、「知床らうす海洋深層水純水ブレンド」（エフィールウォーター）及び「スーパ

ーバナジウム富士」の販売本数が減少し、売上高は、305百万円と前年同四半期と比べ19百万円（6.0％）の減収と

なりました。 

③ 医療・産業ガス事業 

 当セグメントにおきましては、酸素濃縮器等の在宅医療機器のレンタルや医療用酸素等の医療ガスの販売が増加

したこと等により、売上高は、1,644百万円と前年同四半期と比べ176百万円（12.1％）の増収となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間の資産合計は19,281百万円となり、前連結会計年度末と比べ159百万円の減少となり

ました。この主な要因は、現金及び預金の減少551百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の増加20百万円、電子

記録債権の減少95百万円、土地の増加89百万円、有形固定資産のその他の増加159百万円並びにのれんの増加111百

万円であります。

 当第１四半期連結会計期間の負債合計は6,310百万円となり、前連結会計年度末と比べ454百万円の減少となりま

した。この主な要因は、支払手形及び買掛金の減少115百万円、電子記録債務の減少21百万円、短期借入金の増加

90百万円、未払法人税等の減少171百万円並びに長期借入金の減少178百万円であります。

 当第１四半期連結会計期間の純資産合計は12,970百万円となり、前連結会計年度末と比べ294百万円の増加とな

りました。この主な要因は、利益剰余金の増加270百万円であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値と異

なる可能性があります。なお、業績予想数値は2021年５月13日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,791,628 4,239,781 

受取手形及び売掛金 2,958,526 － 

受取手形、売掛金及び契約資産 － 2,979,263 

電子記録債権 228,507 132,837 

商品及び製品 448,571 506,648 

その他 419,948 378,117 

貸倒引当金 △19,278 △25,564 

流動資産合計 8,827,904 8,211,083 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,167,102 2,198,390 

機械装置及び運搬具（純額） 585,541 576,504 

土地 3,168,815 3,257,847 

リース資産（純額） 257,586 286,776 

その他（純額） 889,957 1,049,288 

有形固定資産合計 7,069,003 7,368,807 

無形固定資産    

のれん 1,982,163 2,093,915 

顧客関連資産 264,349 256,574 

その他 65,675 63,769 

無形固定資産合計 2,312,189 2,414,259 

投資その他の資産    

投資有価証券 943,188 974,043 

関係会社株式 9,400 9,400 

繰延税金資産 16,960 12,392 

その他 267,175 295,863 

貸倒引当金 △4,836 △4,836 

投資その他の資産合計 1,231,887 1,286,863 

固定資産合計 10,613,079 11,069,930 

資産合計 19,440,984 19,281,014 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2021年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,884,895 1,769,252 

電子記録債務 821,611 800,513 

短期借入金 30,000 120,000 

１年内返済予定の長期借入金 715,934 714,904 

リース債務 106,433 113,576 

未払法人税等 271,927 100,617 

役員賞与引当金 26,300 6,000 

その他 813,772 750,243 

流動負債合計 4,670,875 4,375,106 

固定負債    

長期借入金 1,213,371 1,034,525 

長期未払金 177,559 177,391 

リース債務 175,482 199,770 

繰延税金負債 188,493 238,478 

役員退職慰労引当金 259,814 206,271 

その他 79,502 79,092 

固定負債合計 2,094,223 1,935,529 

負債合計 6,765,099 6,310,636 

純資産の部    

株主資本    

資本金 870,500 870,500 

資本剰余金 1,185,972 1,185,972 

利益剰余金 10,549,280 10,820,218 

自己株式 △305,757 △305,757 

株主資本合計 12,299,995 12,570,933 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 375,889 399,444 

その他の包括利益累計額合計 375,889 399,444 

純資産合計 12,675,885 12,970,377 

負債純資産合計 19,440,984 19,281,014 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 4,712,846 5,657,605 

売上原価 2,707,080 3,661,356 

売上総利益 2,005,765 1,996,248 

販売費及び一般管理費 1,736,135 1,787,514 

営業利益 269,630 208,733 

営業外収益    

受取利息 10 11 

受取配当金 10,839 12,164 

受取賃貸料 1,886 2,659 

保険解約返戻金 31,851 － 

その他 7,446 8,154 

営業外収益合計 52,035 22,990 

営業外費用    

支払利息 2,362 2,059 

売上割引 221 － 

不動産賃貸費用 230 225 

その他 204 427 

営業外費用合計 3,018 2,711 

経常利益 318,646 229,013 

特別利益    

固定資産売却益 2,620 8,558 

投資有価証券売却益 － 420 

特別利益合計 2,620 8,978 

特別損失    

固定資産除売却損 2,850 5,092 

特別損失合計 2,850 5,092 

税金等調整前四半期純利益 318,416 232,900 

法人税、住民税及び事業税 62,225 99,797 

法人税等調整額 56,453 △38,793 

法人税等合計 118,679 61,004 

四半期純利益 199,736 171,895 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 199,736 171,895 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 51,288 23,554 

その他の包括利益合計 51,288 23,554 

四半期包括利益 251,024 195,450 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 251,024 195,450 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる主な変更点

は以下のとおりです。 

１．毎月の検針による使用量に基づく収益認識 

 当社グループは、毎月、月末以外の日に実施する検針による顧客の使用量に基づき顧客に対する請求を行って

おり、従来、決算月に実施した検針の日から決算日までに生じた収益を翌月に計上（いわゆる検針日基準による

収益計上）を行っておりましたが、収益認識会計基準第35項の定めに従った収益を認識するため、決算月に実施

した検針の日から決算日までに生じた収益を見積り計上する方法に変更しております。当該収益の見積りは、同

種の契約をまとめた上で、使用量及び単価を見積っております。使用量については、決算月の月初から月末まで

の販売量を基礎として、その月の日数に対する未検針日数の割合に基づき日数按分により見積り、また、単価に

ついては、決算月の平均単価を基礎としております。 

２．顧客に支払われる対価及び売上割引 

 従来、販売費及び一般管理費として計上していた一部の費用について、顧客に支払われる対価として、売上高

から減額する方法に変更しております。また、従来、営業外費用の売上割引として計上していた顧客から回収時

の控除額について、売上高から減額する方法に変更しております。 

３．第三者のために回収する額 

 販売価格に含めて顧客から回収し、国や都道府県等に納付する間接税である石油ガス税について、従来、販売

費及び一般管理費として計上しておりましたが、第三者のために回収する額として、売上高から減額する方法に

変更しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は70,367千円減少し、販売費及び一般管理費は9,429千円減少

し、営業利益は60,938千円減少し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ60,728千円減少しておりま

す。また、利益剰余金の当期首残高は182,858千円増加しております。 

 収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示する

ことといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っておりません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。 
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